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風力計税
法
夜
話

　
私
の
日
常
は
、ほ
ぼ
3
6
0
日
会
計
事
務
所
に
て
何

ら
か
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。戸
塚
さ
ん
は
仕
事
が
趣

味
で
す
か
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、私

の
趣
味
と
言
え
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、中
国

古
代
の
歴
史
小
説
を
読
む
こ
と
は
好
き
で
す
。

　
日
本
で
は
、税
金
を
取
ら
れ
る
＝
納
税
義
務
が
発
生

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。で
は
な
ぜ
納
税
義
務
が

発
生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
日
本
国
憲
法
に「
国

民
は
、法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、納
税
の
義
務

を
負
う
。」と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
反
対
に
、国
民
は
納
税
義
務
を
負
う
が
、国
等

は
国
民
か
ら
税
金
を
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
我
が
国
の
税
法
が
、租
税
法
律
主
義
を
採
用

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
租
税
法
律
主
義
と
は
、法
律
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
、

国
等
は
税
金
を
賦
課
し
た
り
、徴
収
し
た
り
す
る
事
が

出
来
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。こ
の
様
に
税
金
を
賦

課
し
た
り
、徴
収
し
た
り
す
る
事
が
出
来
な
い
と
い
う

考
え
方
も
ま
た
、日
本
国
憲
法
に「
あ
ら
た
に
租
税
を

課
し
、又
は
現
行
の
租
税
を
変
更
す
る
に
は
、法
律
又

は
法
律
の
定
め
る
条
件
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。」

と
定
め
ら
れ
て
、国
等
も
勝
手
に
税
金
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
が
税
金

を
考
え
る
上
で
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。節
税
脱
税
は

税
法
を
適
用
す
る
場
合
の
正
反
対
の
考
え
方
で
す
。し

か
し
、節
税
脱
税
に
似
て
い
ま
す
が
異
な
る
も
の
に
租

税
回
避
行
為
が
あ
り
ま
す
。

　
「
租
税
回
避
」と
は
、税
法
の
課
税
要
件
が
充
足
し
て

い
な
い
取
引
を
生
じ
さ
せ
課
税
要
件
が
満
た
さ
な
い

た
め
税
金
の
負
担
を
負
わ
な
い
行
為
で
す
。こ
の
租
税

回
避
が
行
わ
れ
た
実
例
を
簡
単
に
述
べ
て
終
わ
り
に

し
ま
す
。

　
平
成
26
年
3
月
に
最
高
裁
で
決
着
。納
税
者
と
国
と

の
税
務
訴
訟
で
い
わ
ゆ
る
ヤ
フ
ー
事
件
と
言
わ
れ
る

事
件
で
す
。こ
の
事
件
は
、組
織
再
編
成
制
度
を
利
用

し
て
欠
損
会
社
を
高
額
で
買
収
し
、そ
の
買
収
し
た
会

社
を
ヤ
フ
ー
の
1
0
0
％
完
全
子
会
社
化
し
て
そ
の

子
会
社
を
吸
収
合
併
し
子
会
社
の
繰
越
欠
損
金
を
使
っ

て
税
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
事
例
で
す
。こ
の
取

引
及
び
行
為
に
つ
い
て
は
課
税
要
件
は
満
た
さ
な
い

の
で
、租
税
法
律
主
義
の
下
で
は
何
ら
問
題
が
な
い
の

で
は
な
い
と
み
て
い
ま
し
た
が
、最
高
裁
の
判
断
は
、「
税

負
担
を
不
当
に
減
少
さ
せ
る
行
為
」と
し
て
、ヤ
フ
ー

は
敗
訴
し
た
と
い
う
事
件
で
す
。

　
も
う
一
度
自
分
の
身
の
回
り
に
関
す
る
税
か
ら
国

と
は
何
か
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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調
剤
報
酬
の

改
定
点
数
が
決
ま
る
！

令和２年度
　

令
和
2
年
2
月
7
日
、中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

は
、加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、令
和
2
年
度
診
療

報
酬
・
調
剤
報
酬
改
定
の
具
体
的
内
容
を
答
申
し
た
。

　

改
定
率
に
つ
い
て
は
、昨
年
12
月
17
日
の
厚
生
労

働
大
臣
と
財
務
大
臣
の
折
衝
に
よ
り
、調
剤
報
酬
0
・

1
6
%
の
引
き
上
げ
、医
科
と
調
剤
の
改
定
比
率
1
：

0
・
3
が
堅
持
さ
れ
公
平
な
改
定
が
決
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、前
回
と
前
々
回
行
わ
れ
た
外
枠
で
の
適
正
化
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

0
・
1
6
%
の
引
き
上
げ
は
1
3
0
億
円
程
度
と
考
え

ら
れ
、政
治
力
ア
ッ
プ
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、答
申
内
容
の
主
要
項
目
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

1 

調
剤
報
酬

外
来
患
者
へ
の
重
複
投
薬
解
消
へ
の

取
組
の
評
価

　

�

服
薬
薬
剤
調
整
支
援
料　

2�

　

1
0
0
点

（
3
月
に
1
回
ま
で
）【
新
設
】

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
等
の
評
価

　

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料�

73
点
→
76
点

　

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
包
括
管
理
料

�

2
8
1
点
→
2
9
1
点（
要
件
の
追
加
あ
り
）

同
一
薬
局
の
利
用
推
進

　

調
剤
基
本
料

　

�　

�

同
一
患
者
か
ら
異
な
る
医
療
機
関
の
処
方
箋
を

同
時
に
受
け
付
け
た
場
合
、2
回
目
以
上
の
受
付

分
を
所
定
点
数
の
1
0
0
分
の
80
に
相
当
す
る

点
数
で
算
定
。

が
ん
患
者
に
対
す
る

薬
局
で
の
薬
学
的
管
理
等
の
評
価

　

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料

　
　

特
定
薬
剤
管
理
指
導
加
算　

2�

　

1
0
0
点

（
月
1
回
ま
で
）【
新
設
】

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
薬
局
の
評
価

　

�

地
域
支
援
体
制
加
算

　

35
点
→
38
点（
要
件
の
一
部
強
化
）

薬
局
に
お
け
る

対
人
業
務
の
評
価
の
充
実

　　

吸
入
薬
指
導
加
算 

30
点（
3
月
に
1
回
ま
で
）【
新
設
】

　

経
管
投
薬
支
援
料　

1
0
0
点（
初
回
の
み
）【
新
設
】

　

調
剤
後
薬
剤
管
理
指
導
加
算�

30
点

（
月
に
1
回
ま
で
）【
新
設
】

　

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料

　
　

�

原
則
6
か
月
以
内
の
再
来
局

　

41
点
→
原
則
3
か
月
以
内
の
再
来
局　

43
点

＊
調
剤
基
本
料
の
全
て
の
区
分
に
適
用

　
　

そ
れ
以
外
の
場
合�

　

53
点
→
57
点

　
　

特
養
入
所
者　

�

41
点
→
43
点

　

内
服
薬
調
剤
料

　
　

7
日
分
以
下�

　

5
点
／ 

日
→
28
点

　
　

8
〜
14
日
分�

　

4
点
／ 

日
→
55
点

　
　

15
〜
21
日
分�

　

67
点
→
64
点

　
　

22
〜
30
日
分�

　

78
点
→
77
点

　
　

31
日
分
以
上�

　

86
点（
変
更
な
し
）

調
剤
基
本
料
の
見
直
し

　

調
剤
基
本
料　

2

　
　

該
当
範
囲
の
追
加　

　
　
　

�

受
付
回
数　

月
1
8
0
0
回
超
、集
中
率
9
割

5
分
超（
26
点
）

　

調
剤
基
本
料　

3

　
　

該
当
範
囲
の
追
加

　
　
　

�

同
一
グ
ル
ー
プ
の
受
付
回
数
が
月
3
万
5
千

回
超
〜
4
万
回
以
下

　
　
　

集
中
率
9
割
5
分
超（
21
点
）

　

特
別
調
剤
基
本
料�

　

11
点
→
9
点

　
　
・�

特
定
の
診
療
所
と
の
不
動
産
取
引
等
そ
の
他
の

特
別
な
関
係
が
あ
る
診
療
所
の
敷
地
内
薬
局
を

対
象
に
追
加

　
　
・�

か
か
り
つ
け
機
能
に
係
る
基
本
的
な
業
務
を
実
施

し
て
い
な
い
薬
局
は
調
剤
基
本
料
を
50
％
減
算

情
報
通
信
機
器
を
用
い
た

服
薬
指
導
の
評
価

　

�

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料　

4�

　

43
点

（
月
1
回
ま
で
）【
新
設
】

　

�

在
宅
患
者
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
料�

　

57
点

（
月
1
回
ま
で
）【
新
設
】

患
者
の
状
態
に
応
じ
た

在
宅
薬
学
管
理
業
務
の
評
価

　

在
宅
患
者
緊
急
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料

　
　

�

計
画
的
な
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
に
係
る
疾
患
の
急

変
に
伴
う
も
の
以
外
の
場
合�

2
0
0
点【
新
設
】

薬
局
に
お
け
る

後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

　

加
算
1（
75
%
以
上
）�

18
点
→
15
点

　

加
算
2（
80
%
以
上
）�

22
点（
変
更
な
し
）

　

加
算
3（
85
%
以
上
）�

26
点
→
28
点

　

�

後
発
医
薬
品
の
数
量
割
合
2
割
以
下
の
場
合
、調
剤

基
本
料
か
ら
2
点
減
算

　
　

→
数
量
割
合
が
4
割
以
下
の
場
合
、

調
剤
基
本
料
か
ら
2
点
減
算

2 

診
療
報
酬

（
病
院
薬
剤
師
の
業
務
等
の
評
価
）

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
の

評
価
の
見
直
し

　

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
1（
週
1
回
）

1
0
0
点
→
1
2
0
点

　

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
2（
1
日
に
つ
き
）

 

80
点
→
1
0
0
点

　

�

ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
け
る
薬
剤
師
の
配
置
も

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
2
で
評
価

薬
剤
師
の
常
勤
配
置
に
関
す
る
要
件
の

緩
和

　

�

病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
及
び
薬
剤
管
理
指
導
料

に
つ
い
て
常
勤
薬
剤
師
の
配
置
要
件
を
緩
和
す
る
。

質
の
高
い
外
来
が
ん
化
学
療
法
の
評
価

　

連
携
充
実
加
算　

1
5
0
点（
月
1
回
）【
新
設
】

　

対
象
患
者
…�

外
来
化
学
療
法
加
算
1
A
を
算
定
す

る
患
者

医
療
機
関
に
お
け
る

後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

　

処
方
箋
料

　
　

一
般
名
処
方
加
算
1�

6
点
→
7
点

　
　

一
般
名
処
方
加
算
2�

4
点
→
5
点

　

後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算

　
　

加
算
1（
85
%
以
上
）�

45
点
→
47
点

　
　

加
算
2（
80
%
以
上
）�

40
点
→
42
点

　
　

加
算
3（
70
%
以
上
）�

35
点
→
37
点

　
　

加
算
4（
60
%
以
上
）�

22
点
→
削
除

入
院
時
の

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
解
消
の
推
進

　

薬
剤
総
合
評
価
調
整
加
算

　
　

�

現
在
は
2
種
類
以
上
の
内
服
薬
の
減
薬
が
行
わ

れ
た
場
合
を
評
価
し
て
い
る
が
、①
処
方
の
総
合

的
な
評
価
・
調
整
の
取
組
と
②
減
薬
に
至
っ
た
場

合
に
分
け
た
段
階
的
な
体
系
に
。

　
　

�

薬
剤
総
合
評
価
調
整
加
算
（
退
院
時
1
回
）

2
5
0
点

　
　
　

→�

総
合
的
に
評
価
し
、必
要
な
指
導
を
行
っ
た

場
合�

　

1
0
0
点

　
　

�　
　

退
院
時
に
処
方
す
る
内
服
薬
が

2
種
類
以
上
減
少
し
た
場
合　

1
5
0
点

　
　
　

退
院
時
薬
剤
情
報
連
携
加
算�

　

60
点【
新
設
】

調
剤
料
等
の
見
直
し

　

調
剤
料

　
　

1　

�

入
院
中
の
患
者
以
外
の
患
者
に
投
薬
し
た

場
合

　
　
　
　

イ　

�

内
服
薬
、浸
煎
薬
、頓
服
薬（
一
回
の
処

方
へ
の
調
剤
に
つ
き
）�

9
点
→
11
点

　
　
　
　

ロ　

�

外
用
薬（
1
回
の
処
方
へ
の
調
剤
に
つ

き
）�

6
点
→
8
点

　
　

2　

�

入
院
中
の
患
者
の
場
合（
1
日
に
つ
き
）

�

7
点（
変
更
な
し
）

　

調
剤
技
術
基
本
料

　
　

1　

�

入
院
中
の
患
者
に
投
薬
を
行
っ
た
場
合

�

42
点（
変
更
な
し
）

　
　

2　

�

そ
の
他
の
患
者
に
投
薬
を
行
っ
た
場
合

�

8
点
→
14
点
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山本会長

とかしきなおみ衆議院議員

石井副会長

本田あきこ参議院議員

　

令
和
2
年
2
月
11
日（
祝
）午
後
1
時
30
分
よ

り
、ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
Ｊ
Ｐ
Ｌ（Japan 

Pharmacist Ladies

）フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。

　

日
本
薬
剤
師
連
盟
に
よ
る
女
性
薬
剤

師
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
2
0
0
9
年
に
遡
る
。

2
0
0
9
年
5
月
、第
1
回
全
国
女
性
薬
剤
師

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
東
京
お
台
場
で
開
催
さ
れ
た
。

2
0
1
5
年
5
月
に
は
第
2
回
全
国
女
性
薬
剤

師
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
2‌

0‌

1‌

8
年
か

ら
は
本
田
選
挙
に
向
け
て
、
女
性
薬
剤
師
の

力
を
組
織
的
に
発
揮
す
る
す
る
た
め
にJapan 
Pharmacist Ladies

と
名
称
を
変
え
、今
回
で

3
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

組
織
代
表
議
員
二
人
体
制
を
達
成
！

　

冒
頭
に
山
本
会
長
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

63
年
ぶ
り
に
薬
剤
師
の
参
議
院
議
員
が
二
人

に
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
意
味
が
あ
り
、

こ
の
流
れ
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、連
盟
と
し
て

も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。
本
日
の
よ
う
に
大

勢
の
女
性
薬
剤
師
が
集
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
大
切
に
し
た

い
と
述
べ
ら
れ
た
。

患
者
に
寄
り
添
う
薬
剤
師
に
！

　

続
い
て
、と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
が

公
務
多
忙
の
中
駆
け
付
け
、挨
拶
を
さ
れ
た
。

　

政
治
の
世
界
で
も
女
性
議
員
が
少
し
ず
つ
増

え
て
き
て
、活
躍
が
し
や
す
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
中
で
専
門
職
を
も
っ
て
い
れ
ば
さ
ら

に
強
み
が
発
揮
で
き
る
。
現
在
関
わ
っ
て
い
る

環
境
問
題
、ま
た
地
元
吹
田
市
に
お
い
て
健
都

の
設
立
に
携
わ
り
、そ
こ
で
も
薬
剤
師
議
員
と

し
て
様
々
な
意
見
が
言
え
る
。
ま
た
4
月
に
改

定
さ
れ
る
次
期
調
剤
報
酬
は
、総
合
的
な
方
向

と
し
て
、モ
ノ
か
ら
ヒ
ト
へ
、患
者
さ
ん
に
寄

り
添
う
薬
剤
師
像
が
よ
り
は
っ
き
り
見
え
て
き

て
い
る
。
一
連
の
医
療
行
為
の
最
後
に
会
う
の

が
薬
剤
師
で
あ
る
。
そ
の
日
の
診
療
行
為
の
最

後
に
、薬
剤
師
の
力
で
患
者
さ
ん
に
満
足
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
結
ば
れ

た
。日

薬
連
盟
の
仕
事
を
振
り
返
る
！

　

司
会
の
小
屋
敷
企
画
実
行
委
員
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
後
、石
井
副
会
長
よ
り
、日
本
薬

剤
師
連
盟
の
活
動
報
告
が
あ
っ
た

　

こ
の
一
年
、日
薬
連
盟
は
大
き
な
三
つ
の
仕

事
を
し
た
。

　

一
つ
は
も
ち
ろ
ん
7
月
の
参
議
院
選
挙
で

の
勝
利
で
あ
る
。
二
つ
目
は
12
月
の
改
正
薬

機
法
等
の
成
立
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
は
厳

し
い
財
政
事
情
の
中
、な
ん
と
か
面
目
を
保
っ

た
調
剤
報
酬
改
定
を
勝
ち
得
た
こ
と
で
あ
る
。

ど
の
場
面
も
日
薬
連
盟
の
地
道
な
活
動
の
成

果
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、連
盟
活
動
は
薬
剤
師

の
生
活
を
、将
来
を
守
る
た
め
の
活
動
で
、そ

の
手
段
の
一
つ
が
選
挙
で
あ
り
、そ
れ
に
は
数

の
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
さ

れ
た
。

サ
ム
シ
ン
グ
オ
レ
ン
ジ
に
感
謝
！

　

続
い
て
本
田
あ
き
こ
参
議
院
議
員
よ
り
国
政

報
告
が
あ
っ
た
。

　

国
政
報
告
の
前
に
、ち
ょ
う
ど
1
年
前
の
2

月
11
日
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｐ
Ｌ
に
お
い
て
提
案
さ

れ
た「
サ
ム
シ
ン
グ
オ
レ
ン
ジ
」が
全
国
に
徹

底
し
、選
挙
を
盛
り
上
げ
た
と
感
謝
の
言
葉
が

あ
っ
た
。
ま
だ
慣
れ
な
い
全
国
訪
問
を
す
る
際
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
サ
ム
シ
ン
グ
オ
レ
ン
ジ
で
迎

え
て
も
ら
い
緊
張
感
が
解
け
た
こ
と
、様
々
な

オ
レ
ン
ジ
グ
ッ
ズ
を
女
性
薬
剤
師
だ
け
で
な
く

男
性
薬
剤
師
の
先
生
方
も
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、サ
ム
シ
ン
グ
オ

レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
、選
挙
の
最
後
ま
で
薬
剤
師

が
一
つ
に
な
れ
た
と
思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

国
会
で
は
、新
人
議
員
と
し
て
様
々
な
委
員

会
や
勉
強
会
に
所
属
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

つ
い
て
、裏
話
を
交
え
な
が
ら
の
報
告
が
あ
っ

た
。
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
は
一
職
域
ひ

と
り
と
聞
い
て
お
り
、藤
井
参
議
院
議
員
が
す

で
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
無
理
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
ら
入
る
こ
と
が
で
き
た
、そ
し
て

入
っ
て
み
た
ら
他
団
体
か
ら
も
し
っ
か
り
2
名

入
っ
て
お
り
、薬
剤
師
会
と
し
て
も
2
名
が
入

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

継
続
継
続  

〜
魅
せ
ま
す

〜
魅
せ
ま
す
！！  

女
性
の
力
〜

女
性
の
力
〜

J
P
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
開
催
さ
れ
る
！
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上田 葉子氏

角本 則子氏

近藤由利子 日本女性薬剤師連盟会長

寺本 緑氏

福島 あさ子氏

岩本幹事長

●
佐
賀
県　

福
島 

あ
さ
子
氏

　

本
田
先
生
と
ス
カ
イ
プ
で
の
座
談
会
の
開

催
、機
関
紙
パ
ワ
ー
の
佐
賀
版「
P
O
W
E
R

さ
が
」を
発
行
す
る
な
ど
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
自
民
党
佐
賀
県
支
部
と
も
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
り
、
相
互
協
力
を
し
な
が
ら
活

動
し
た
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
時
間
を
と
り
、

そ
の
間
に
前
後
4
人
で
意
見
交
換
を
し
た
。
今

回
は
席
順
を
50
音
順
で
決
め
て
お
り
、前
後
左

右
、ま
っ
た
く
支
部
な
ど
の
関
係
な
い
偶
然
な

4
人
で
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
4
名
が
壇
上
に
上

が
り
、橋
本
企
画
実
行
委
員
の
進
行
で
会
場
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、会
場
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
で
て
、

時
間
い
っ
ぱ
い
で
多
く
の
情
報
を
参
加
者
で
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
年
間
で
成
果
に
つ
な
が
っ
た
！

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
、近
藤
由
利
子
日
本

女
性
薬
剤
師
連
盟
会
長
が
総
評
を
行
っ
た
。

　

山
本
会
長
が
女
性
薬
剤
師
の
力
を
大
切
に
し

た
こ
と
、岩
本
幹
事
長
が
し
っ
か
り
ロ
ビ
ー
活

動
を
行
っ
た
こ
と
、石
井
副
会
長
が
常
に
新
し

い
情
報
を
発
信
し
て
き
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ

り
本
田
先
生
が
聡
明
で
健
康
で
あ
っ
た
こ
と
、

男
女
問
わ
ず
に
応
援
さ
れ
た
こ
と
、こ
れ
ら
の

こ
と
が
、こ
の
2
年
間
で
成
果
に
つ
な
が
っ
た

と
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
て
い
る
！

　

最
後
に
岩
本
幹
事
長
よ
り
、我
々
は
次
の
参

議
院
選
挙
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
て
い
る
、2

人
の
参
議
院
議
員
を
絶
や
す
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
、今
後
と
も
気
を
引
き
締
め
て
次
期

参
議
院
選
挙
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、盛
会
の
う
ち
に
散

会
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
は
、で
き
る

だ
け
前
回
の
参
加
者
に
参
加
し
て
も
ら
い
、参

加
者
全
員
に
終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
ま
と
め
と
し
て
、
本
日
の
J
P
L

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て
今
後
取
り
組
む
課
題
に

つ
い
て
20
字
以
内
で
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

多
か
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
サ
ム
シ
ン
グ
オ

レ
ン
ジ
」「
継
続
」「
経
験
」「
つ
な
が
り
」「
若
い
世

代
に
」で
あ
っ
た
。

　

次
期
選
挙
に
向
け
て
ま
す
ま
す
の
女
性
パ

ワ
ー
が
期
待
さ
れ
る
。

　

薬
剤
師
議
員
と
し
て
だ
け
で
な
く
、こ
れ
か

ら
の
日
本
の
将
来
を
担
う
女
性
政
治
家
と
し
て

の
頼
も
し
さ
あ
ふ
れ
る
報
告
で
あ
っ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
！

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

S
G
D
形
式
を
と
ら
ず
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
新

し
い
試
み
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、参
議
院
選
挙
で
活
発
な
女
性
薬
剤
師

の
活
動
で
成
果
を
上
げ
た
東
京
都
、三
重
県
、

徳
島
県
、佐
賀
県
の
4
都
県
の
参
加
者
か
ら
、

独
自
の
活
動
報
告
な
ど
を
し
て
も
ら
っ
た
。

●
東
京
都　

上
田 

葉
子
氏

　

若
手
薬
剤
師
、
女
性
薬
剤
師
に
政
治
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
東
京
ワ
ン

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、「
東
京
な
で
し
こ
の

集
い
」を
定
期
的
に
開
催
し
、少
し
ず
つ
輪
を

広
げ
た
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ

た
。

●
三
重
県　

寺
本 

緑
氏

　

日
薬
連
盟
が
作
成
し
た
ス
テ
ッ
プ
表
を
確
実

に
実
践
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
ッ
ペ
ン
を
作
成
し

た
り
、県
薬
連
の
封
筒
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
す
る

な
ど
し
た
結
果
、会
員
全
体
に
本
田
議
員
の
名

前
が
浸
透
し
、好
成
績
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

●
徳
島
県　

角
本 

則
子
氏

　

女
性
薬
剤
師
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
に
女
性
部
会
を
立
ち
上
げ
、年
2
回
研
修
会

を
行
っ
た
、会
員
、非
会
員
を
問
わ
ず
5
0
0

円
の
会
費
制
で
テ
ー
マ
は「
新
人
薬
剤
師
の
育

て
方
」「
元
気
に
さ
せ
る
ヘ
ア
ー
&
メ
イ
ク
」等
、

女
性
が
興
味
あ
る
内
容
に
工
夫
し
た
。
県
薬
連
、

青
年
部
会
と
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、活

動
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

　

平
成
21
年（
2
0
0
9
年
）に
、
皆
既
日
食
の

観
測
で
武
漢
市
に
滞
在
し
た
。
皆
既
日
食
の

時
に
は
美
し
い
コ
ロ
ナ
が
見
え
る
。
電
子
顕

微
鏡
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
見
る
と
ウ
イ
ル
ス

が「
コ
ロ
ナ
」を
発
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
。
当
時
は
、
武
漢
と

言
っ
て
も「
そ
れ
何
処
?
」と
聞
き
返
さ
れ
た
。

中
国
ら
し
い
叙
情
的
な
景
観
が
楽
し
め
る
が
、

今
や
武
漢
の
名
を
口
に
す
る
と
訝
し
が
る
人
の

方
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
H
1
N
1
）
が
流
行
し
、
6
月
に
初
め
て

W
H
O
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
宣
言
を
し
た
。
現

在
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
主
に

こ
の
H
1
N
1
だ
が
、
ど
の
程
度
の
人
が
予
防

接
種
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
?
発
熱
外
来
を
設

け
た
こ
と
さ
え
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

自
然
災
害
に
「
感
染
症
」
を
置
き
忘
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
感
が
強
い
。「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・

プ
リ
ン
セ
ス
号
」の
入
港
と
防
疫
は
、感
染
症
対

策
の
盲
点
を
突
か
れ
た
。
潜
伏
期
間
は
14
日
間

と
長
い
。
持
参
薬
は
無
く
な
る
。
更
に
、
外
国

人
の
薬
は
日
本
で
認
可
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
。
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
が
国
会
答

弁
で
、「
薬
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
を
派
遣
し

ま
す
。」
と
明
確
に
答
弁
し
た
映
像
が
脳
裏
に

焼
き
付
い
た
。
東
京
都
薬
剤
師
会
・
神
奈
川
県

薬
剤
師
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
薬
剤
師
の
活
躍

が
な
か
っ
た
ら
持
病
の
悪
化
も
あ
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
ご
苦
労
を
戴
い
た
薬
剤
師
、
事
務
方
に

改
め
て
、感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

一
方
で
、
消
毒
剤
・マ
ス
ク
と
他
の
商
品
と
の

抱
き
合
わ
せ
販
売
、
デ
マ
に
踊
ら
さ
れ
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
シ
ュ
の
買
い
占
め
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
流
布
さ
れ
て
い
る
。
人

間
の
気
品
と
醜
さ
を
同
時
に
見
る
こ
と
は
辛

い
。
そ
し
て
、中
途
半
端
な
情
報
を
歪
曲
し
、悪

口
を
耳
打
ち
す
る
輩
も
多
く
、
そ
の
人
々
の
苦

労
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
書
き
込
み
が
S
N
S

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

C
O
V
I
D
-19
の
実
態
は
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
人
間
の
英
知
は
ペ
ス
ト

や
各
種
感
染
症
を
抑
え
込
ん
だ
よ
う
に
、
必
ず

や
感
染
症
抑
制
へ
と
導
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

薬
剤
師
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
常
に
備
え
、

俊
敏
に
行
動
す
る
気
概
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
て
い
る
。

�

（
Y・T
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

小
野　

春
夫
、鳥
海　

良
寛

　
　

大
澤　

泰
輔
、大
原　
　

整

　
　

近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

　昨年末に中国武漢市に端を発した新型コロナウイルス感染症は、中国国内のみならず、
世界各地に広がっています。
　WHOは1月30日、新型コロナウイルス感染症を「国際的に懸念される公衆衛生上
の緊急事態（PHEIC）」に当たると宣言するとともに、その正式名称を「COVID-19」と
しました。また、WHOのテドロス事務局長は2月27日、韓国、イラン、イタリアで感
染者が急増していることを挙げ、パンデミックに成り得る可能性があるとして、各国
に一段の警戒を求めました。
　日本政府は1月28日、新型コロナウイルス感染症を指定感染症及び検疫感染症に政
令指定し、2月1日に施行しました。2月13日には、予備費103億円を含め総額153億
円を投じる緊急対応策をまとめ、国内感染対策、水際対策の強化等を図ってきました。
　更に、国内複数地域で感染経路の不明な感染者が発生していることから、今後の国
内での健康被害を最小限に抑える上で極めて重要な時期であるとして、2月25日に「新
型コロナウイルス感染症対策の基本方針」を示しました。そして国民に対して、医療
機関への適切な受診、手洗い、咳エチケット等の徹底を要望し、加えて、イベントの自粛、
全国小中高校の休校を要請しました。
　時々刻々と状況は変わっていますが、医療関係者や国民が一丸となった感染拡大防
止への取組により、人々の不安が解消されるものと期待しています。
　今般、クルーズ船乗客への医薬品提供等にご尽力下さいました関係者の皆様方に心
より感謝申し上げます。

新型コロナウイルス感染症

RReporteport
もとゆきもとゆき 藤井もとゆき国会レポート

薬剤師・薬学博士
自民党政務調査会 会長代理・参議院議員

藤井もとゆき

新型コロナウイルス感染症対策
～薬剤師の活躍～

　新型コロナウイルス感染の拡大
が続いており、未だ終息の気配が見
られない。日本薬剤師会は2月6日
（木）、「新型コロナウイルス感染症
対策本部」を設置し、7日に厚生労働
省からの要請を受け、集団感染が発
生している大型クルーズ船の乗客
らの持参薬不足への対応に協力してきている。日本薬剤師会は、東京都薬剤
師会と神奈川県薬剤師会に薬剤師の派遣を要請し、2月8日から23日までに、
延べ190人の薬剤師が横浜港で検疫中のクルーズ船の乗客・乗員から要請の
あった服用薬や追加処方に対し、船外において医薬品の患者ごとの仕分け作
業等を実施した。
　下船した一部の乗客は、2月14日以降順次、埼玉県和光市の宿舎に移送さ
れているため、必要な医薬品の提供を東京都薬剤師会が指定した施設近隣の
都内の薬局が対応している。
　参加いただいた薬剤師の皆さんに敬意を表するとともに、感謝申し上げ
たい。

　新型コロナウイルス感染症については刻々と変化する中、国内感
染の拡大防止と重症化予防が必須となり政府のみならず自民党の
中でも対策会議が進められております。私は日本薬剤師会から情
報共有させていただきながら会議に出席しております。薬剤師と
してクルーズ船の乗客への対応に携わっていただいた皆様に心か
らの敬意と感謝を申し上げます。
　さて、2018年12月、議員立法により循環器病対策基本法（健康寿
命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対
策に関する基本法）が成立し、昨年12月1日から施行されています。
　本法律は、循環器病が国民の疾病による死亡・介護の主要な原因
になっている現状に鑑みて、循環器病予防等に取り組むことで、国
民の健康寿命の延伸を図り、医療・介護の負担軽減に資することを
目的としています。
この法律では、政府に「循環器病対策推進基本計画」の作成を、また、
都道府県に「都道府県循環器病対策推進計画」を策定することを求
めています。
　基本計画案の作成に当たっては、厚生労働省に設置された「循環
器病対策推進協議会」の意見を聞くことになっています。協議会の
委員は20人以内で構成されています。疾病の治療には薬が不可欠
であることから、協議会は2月3日に日本薬剤師会等の関係団体か
ら意見聴取を行いました。
　本法律が議員立法であったこともあり、超党派の「脳卒中・循環器
病対策フォローアップ議員連盟」（会長:尾辻秀久議員）が設立され、
私は事務局次長を務めることになりましたが、薬剤師であることか
ら声がかかったものと理解しています。この議員連盟においても3
月に日本薬剤師会からのヒアリングが予定されております。治療
には服薬遵守が重要となりますので、薬剤師の服薬指導の大切さに
耳を傾けて頂けるように薬剤師議員としてこの議連にも積極的に
関わっていきたいと思います。

循環器病対策基本法

厚生労働委員会・議院運営委員会・ODA特別委員会 委員
自民党女性局次長・厚生関係団体委員会副委員長

参議院議員・薬剤師 本田顕子
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ス
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集
し
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昨
年
12
月
20
日
、
政
府
は
令
和
2
年
度
予
算
案
を
閣
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決
定
し
た
。
予
算
案
は
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1
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れ
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薬
剤
師
・
薬
局
に
関
係
す
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予
算
事
業
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う
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新
規
事
業
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中
心
に
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す
る
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1
、3
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事
業
は
、
日
本
薬
剤
師
会
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予
算
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望
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め
ら
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
お
り
、
連
盟
活

動
の
成
果
だ
と
理
解
し
て
い
る
。


